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本論文は､ﾏﾙﾁﾊﾟｽ伝搬環境におけるﾃﾞｼﾞﾀﾙ移動通信用ｱﾝﾃﾅ特性の効率化に関する

研究として､ｾﾙ半径が数百m以下と小さい移動通信ｼｽﾃﾑであるﾏｲｸﾛｾﾙｼｽﾃﾑに

おける基地局ｱﾝﾃﾅと地上ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾚﾋﾞ受信用車載ｱﾝﾃﾅについて､その研究成果をま

とめたものである｡

ﾏｲｸﾛｾﾙｼｽﾃﾑにおける基地局ｱﾝﾃﾅとして､棒状のｱﾝﾃﾅを2本V字形に配し

たｱﾝﾃﾅを提案している｡従来のｺﾘﾆｱｱﾝﾃﾅを2本平行に立てるﾏｲｸﾛｾﾙ基地

局ｱﾝﾃﾅでは､移動通信で必須なﾏﾙﾁﾊﾟｽ環境下でにおいて生じる交差偏波成分を効率的

に受信できないのに対して､棒状のｱﾝﾃﾅを傾けて配置にする提案ｱﾝﾃﾅでは､垂直偏波

成分に加えて交差偏波成分も受信可能となることを示している｡また､ 2本の棒状ｱﾝﾃﾅ

をⅤ字形に配置したﾀﾞｲﾊﾞ-ｼﾁ構成では､受信特性の改善を図ることができ､また､都市景

観にも配意した構成であることを示している｡

続いて､地上ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾚﾋﾞ放送を自動車において移動受信するための車載ｱﾝﾃﾅとし

て､除霜用熱線を括用したﾘｱｳｲﾝﾄﾞｳ貼付形ｱﾝﾃﾅを提案している｡ﾘｱｳｲﾝﾄﾞｳ

に通常のﾓﾉﾎﾟ-ﾙｱﾝﾃﾅを単純に貼付するだけでは､車体および､除霜用熱線の影響によ

り､ｱﾝﾃﾅ利得が低下し､効率的な受信ができない｡このため除霜用熱線自体をｱﾝﾃﾅ

として用いるﾘｱｳｲﾝﾄﾞｳ貼付形車載ｱﾝﾃﾅを提案し､水平面内指向特性の改善と高感度

化が実現できることを理論的に示した｡更にその効果を実利用環境化で確認するため実際の

道路で測定しその有効性を実証している｡本論文は以下のような構成になっている｡

第1章は緒論で､本研究の背景となる移動系ｱﾝﾃﾅの特徴と課題を述べ､本研究の目的､

意義を説明している｡

第2章では､ﾏﾙﾁﾊﾟｽ伝搬における空間相関の-般的理論､及びﾀﾞｲﾊﾞ-ｼﾁ構成による

計算方法を述べ､ｱﾝﾃﾅ持性の解析方法を示し､ﾏﾙﾁﾊﾟｽ伝搬環境下の基地局ｱﾝﾃﾅ構

成法を述べている｡また､ﾏｲｸﾛｾﾙｼｽﾃﾑ系におけるﾓﾊﾞｲﾙ機器からの電波に対す

る到来波の実測特性､及びﾋﾞﾙ居室内における実測伝搬特性から､使用者の影響や偏波持性を

実証している｡

第3章では､ﾏﾙﾁﾊﾟｽ環境下におけるﾏｲｸﾛｾﾙｼｽﾃﾑに適した基地局系ｱﾝﾃﾅと

して､棒状ｱﾝﾃﾅである非軸対称ｱﾝﾃﾅをⅤ字形に配置してﾀﾞｲﾊﾞ-ｼﾁ構成にするｱﾝ

ﾃﾅについて細部特性を解析している｡また､ﾏﾙﾁﾊﾟｽ伝搬環境下を想定したｼﾐｭﾚ-

ｼﾖﾝにより､ﾀﾞｲﾊﾞ-ｼﾁ利得が改善できることを検証している｡

第4章では､地上ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾚﾋﾞ放送を乗用車内で受信するための車載ｱﾝﾃﾅに関し､車

体に突起物を取り付けない方法として､ﾘｱｳｲﾝﾄﾞｳに貼付するｱﾝﾃﾅについて､車体構

造やﾘｱｳｲﾝﾄﾞｳの構成を考慮したｱﾝﾃﾅ構成方法を提案している｡そのｱﾝﾃﾅ構成法

に対して放射指向特性等を解析して､除霜用熱線を括用する方法が放射指向特性上有効である
ことを実証している｡

第5章は結論で､本研究で得られた成果について述べている｡




